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要旨要旨要旨要旨    

 

第二言語の学習において、語彙学習が重視されているのは語彙習得が言語習得の最も重要な構

成要素の一つだからである。しかし、語彙の習得がそれほど容易ではないのも現実である。第二

言語としての日本語の学習において、活用して用いられる自他動詞、特にペアの自他動詞で文を

表す時、意志的な働きかけなのか、行為の結果状態なのかなどを事象からうまく判断できないと、

ペアの自他動詞の自他の選択は難しくなる。自他をうまく選択できても、その事象をどのような

ヴォイスで表現するのか適切に対処できなければ、意図がうまく表せない。さらに文法的に正し

い表現ができても、適切な表現であるかは、依然として問題が残る。これらに対して、自他動詞

の形態的な対立を持たない中国語母語話者にとって事象ごとにペアの自他動詞の使い分けを弁え、

正しく適切に使用するのは容易ではない。 

ペアの自他動詞が基本動詞であるだけに、日本語の表現能力に大いに影響を及ぼすため、自他

動詞の習得上の困難さを克服する方法を探ることは喫緊の課題と言えよう。しかし、調べてみる

と、ペアの自他動詞の研究に関しては、言語学の記述的な研究が盛んに行われている一方、習得

に関する実証的な研究の蓄積はまだ不十分である。そこで、稿者は修士論文のテーマとして、自

他動詞の習得に関する研究を選んだ。目的はペアの自他動詞の指導及び習得状況の調査からペア

の自他動詞の習得が難しい項目およびその要因の分析・考察結果に基づき、今後の日本語教育の

実践現場において、ペアの自他動詞の効果的な教授法を提案したい。 

本研究は、まず、指導者側の困惑は何かを探るため中国の日本語教師を対象として、ペアの自

他動詞指導に関わる「感想」を聴き、教師自身のペアの自他動詞への認識を分析した。その結果、

1）ペアの自他動詞の概念の指導に曖昧さがある。2）初級で触れるだけでその後は体系的な指導

が継続されないことが問題である。3）教科書の内容に頼りすぎて、「可能の意味を含意する自動

詞」や文型「V（よ）うとしても V（可能形）ない」に対して「V]はペアの自他動詞の場合、どの

ように対処するかなどの重要な知識が見落とされている。4）文型ほどペアの自他動詞の運用が重

視されていない。5）中国語母語の干渉を防ぐための指導上の工夫が足りないという結果が得られ

た。次に、学習者にペアの自他動詞の学習方法を調査するとともに、ペアの自他動詞の習得状況

の調査も実施した。調査データからペアの自他動詞の習得状況を語彙の面と文法的な面に分けて

考察した。それの結果から次のような 6つの問題点が浮かび上がった。1）ペアの自他動詞の自他

混同の誤用が多い。これはペアの自他動詞の基本概念が的確に把握できていないことに加え、ペ

アの自他動詞への認識が語彙レベルの知識に留まっているのも要因である。2）ペアの自他動詞の

自動詞の意志性を明確に理解していないため、さまざまな誤用が生じる。3）ヴォイス表現に誤用

が多く生じたのは可能・使役・受身をとる条件が理解できず、動詞の意志性への認識不足が原因

となっている。加えて、中国語母語の干渉も重大な要因でもある。4）適切さに関わる問題の発生

は主に自動詞文が可能を含意するのを知らないことや、慣用表現の知識不足等に起因している。5）

格助詞の固定概念からの類推による誤用が生じたのは格助詞を自他動詞選択の唯一の根拠とした

ことによる。6）「変な活用」と「変なヴォイス変形」の問題はペアの自他動詞の学習意識に大き

くかかわっているからである。 

 以上の考察結果を踏まえ、中国でのペアの自他動詞の教育指導に関し以下の 5 つの具体的な提
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案をしたい。 

その（1）、自他動詞の概念を導入する際、英語の文法用語を十分な吟味もなく利用するより、

日本語の自他動詞の意味と運用規則に沿って教えることが望ましい。また、ペアの自他動詞の特

徴を一度教えただけで終わるのではなく、可能・使役・受身を導入する際などに、更にペアの自

他動詞への認識を体系的かつ継続的に補充し学習を促す必要がある。 

その（2）、自他動詞の概念を導入すると同時に、意志動詞と無意志動詞の相違点も導入する必

要がある。意志性への認識はペアの自他動詞の習得に大きく役立つと考えられる。 

その（3）、ヴォイス関連の知識を導入する際に、自他動詞の分類および意志動詞、無意志動詞

との関係を明示的に強調する必要がある。これにより、可能・使役・受身表現の誤用を軽減でき

るであろう。 

その（4）、実際使用場面で適切に使えるようになるために、普段の教育指導では中国語母語の

干渉に注意することに加え、慣用表現や格助詞の認識にも気づきを促すことが望まれる。すなわ

ち、日本語母語話者が持つ日本語表現の視点の特徴を、学習者に常に喚起し強調することで継続

的に学ぼうという意欲も強まるであろう。 

その（5）、これまでの日本語教育の流れや教科書の改訂がたやすくできないのは事実だが、本

研究で実証的に明らかにした知見を、教育実践の現場で日本語教師が生かすことは可能である。

たとえば、教育の流れの合間を利用し、ペアの自他動詞を使ったコミュニケーション活動（タス

ク、クイズなど）の設計や実践の試みが考えられよう。 
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